令和６年度　明星小学校第２回学校評議員会　報告
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和６年３月１０日
◇学校評議員　　西　　　謙　二　様
　    後　藤　善　友　様
◇外部講師　　　石　田　有　記　様　※校内研修講師にも参加いただきました。
◇学校職員　　　米　持　武　彦 （校　長）
　　　　　　    田　中　　　肇 （教　頭）
　　　　　　　　時　枝　智　美  (研　究)
ほか主要主任

◇日程　令和７年２月２６日（木）１０：５０開始－１３：００終了
　　○１０：５０～１０：５５　 【開会行事】校長挨拶　日程説明
○１１：００～１１：２５　 【授業参観　３校時授業】 
○１１：３０～１２：３０　 【説明及び協議】
○１２：３０～１３：００   【給食試食】
                           【閉会行事】校長挨拶
◇評議員会記録概要　（＊は評議員ご意見、⇒は学校側答弁）
１．授業参観等の感想　
＊児童集団がまとまっている。一人で取り残されている子がいない。（西）
＊説明が分かりやすい。児童が今学習していることを理解できている。（後藤）
＊子ども同士が仲がよい。挨拶がよくできる。見通しがよくできる授業。（石田）
　２．説明及び協議　＊評議員意見　〇学校側説明・⇒回答
　①学校評価の結果、進学状況、オープンスクール、目指す教育2025説明（校長）
　　＊教師と保護者の結果の乖離がある。教師に求めるレベルが高すぎる（後藤）
⇒児童・保護者の求めに応じるため厳しい基準を設定したが、次年度検討する。
　②本校の研究説明（時枝）
〇研究テーマ「主体的な探究力の育成」の進捗状況説明。
〇教育課程特例校に指定され、「探究科」創設に向けた準備状況説明。
＊苦労していることはないか。（後藤）
⇒探究科を～かな、教科の探究は～かな、と考えているが、正しいかどうかで。
　　③デジタル改革の進捗状況説明（佐藤）
     〇iPad個人購入、大型モニター等電子機器整備、ロイロ活用状況などを説明。
　　　＊授業中によく使えている。大型モニターがないクラスもあり要求して整えてほしい。（後藤）
　　　⇒授業で、大型モニターは必須。学校予算、GP予算、卒業記念品等で整えていく。
　　④いじめ・不登校の状況説明（古椎）
　　 〇昨年度に比べて、減少傾向、とても落ち着いてトラブルが減った。
＊アンケートもいいのだが、作って書かせて集めてまとめて大変だろう。日常指導が大事だし、状況に応じて厳しい指導も大事と思うので、多忙さを無くしてほしい。（西）
⇒指導の仕方も、厳しすぎるなど児童・保護者の意見もある。丁寧に行う。
　３．講話（日本体育大学教授・前文部科学省教育課程企画室長 石田有記 氏）
　＊はじめて学校評議員会に参加した。評議員の方から率直な意見も出されていた。師弟ともに主体的・対話的で深い学びが、よくできていると窺えた。OECDの調査でもう一度コロナがあったら自分で学ぶ自信があるかの設問に日本の１５歳は低い。本校は、正解のない問いに対し、自律的に学び自分の意見が言えるような教育が期待できる。
３．給食試食
　＊皆さんから、おいしいとの感想をいただく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　
